
１．はじめに

近年の日本においては、２００５年に日本の総人口が一旦減少に転じたのを

きっかけに、その後の人口静止期を経て２０１１年からは人口が継続して減少す

るようになり２０１１年は「人口減少社会・元年」と言われている(1)。

また２０１４年に入り、人口減と高齢化が同時並行で急速に進む、先進国で例

をみない「人口病」が日本を覆い始めたと言われ、消滅する住民・衰退する

地域・失われる市場が、今後どのように社会に影響するか見えないまま、地

域活性し続けるにはどのような策が必要かが問われている。

日本創世会議の公表によると２０４０年までに８９６自治体が「消滅可能性都

市」とされた。（図１）おりしも、地方創世大臣が組閣され、地方創世へ向

けて、地方創世本部も設置され、人口減対策や地方活性化を官邸主導で進め

�１ 総務省統計局 http://www.stat.go.jp/info/today/009.htm
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る体制を整えている。今後５０年の長期ビジョンを年内にまとめる構えだ。

こうした「人口病」である中で、地域が疲弊し活力を失っている状態から

いかに脱出できるのかが今後地方創世本部でも議論されようとしている。筆

者としては、ベビーブーマー（団塊の世代）が２０９万人、今の二十歳の子供

達が生まれた２０年前には出生数が１２０万人と６０％を切っているので、この結

果は明らかにわかっていたはずなのだが、政府は何の対策も講じてこなかっ

たと考える。そうした中で、地域再生・地域活性の現状及び今後の活性可能

性について考察したい。

２．地域再生・地域活性とは

地域再生・地域活性を議論するに、現状では地域◯◯と言われるものがあ

り、たとえば地域再生・地域活性・地域振興・地域政策・地域開発・地域創

世・地域づくり・地域おこし・まちづくり・町おこし…等々と多種存在し、

図１ 消滅可能性都市（自治体数）

（出典）日本創成会議・人口減少問題検討分科会「ストップ少子化・地方元気戦略」。
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中々定義しづらい状況にある。

そこで地域活性にテーマを絞り定義してみたい。

そもそも地域活性とは：地方自治体などの地域が、衰えた経済力や賑やか

さを向上させるために行う「活動」・「意識」のこと(2)。

そして地域力とは：地域社会の問題について市民や企業をはじめとした地

域の構成員が、自らその問題の所在を認識し、自律的かつ、その他の主体と

の協働を図りながら、地域問題の解決や地域としての価値を創造していくた

めの力のことをいう。

また地域再生とは：地域再生（制度）は、地方公共団体が行う自主的かつ

自立的な取組による地域経済の活性化、地域における雇用機会の創出その他

の地域の活力を再生する目的で国において創設された施策である。この制度

には、「支援措置の整備」と「地域再生計画の作成」の２つの段階がある。

※平成２４年９月５日に「地域再生法の一部を改正する法律」が交付され、少

子高齢化への対応等全国の地域に共通する重要な政策課題の解決に資する地

域の取組について、国として重点的かつ総合的に支援する「特定地域再生制

度」が創設された(3)。（兵庫県版）（注）特に地域再生については各都道府県

に地域再生について書かれたホームページがあるので参照されたい。

ちなみに、地域振興とは：それぞれの地域の特性を活かしながら、人々が

住み、働き、学び、遊ぶといった暮らしの総合的な環境を整え、地域の活力

を引き出し、または、創り出していくことであり、多様な主体の参画と協働

により、個性豊かで誇りのもてる魅力ある地域づくりを進めていくことを目

的とする(4)。

�２ WIKIPEDIA http://ja.wikipedia.org/wiki/地域おこし
�３ 兵庫県ホームページ（地域再生とは）

https://web.pref.hyogo.lg.jp/ac07/ac07_000000004.html
�４ WIKIPEDIA http://ja.wikipedia.org/wiki/地域おこし
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そこで著者なりの定義を行うと、地域再生は、疲弊・破綻した状態からの

復活であり、地域活性は、今の状態をよりよくしようとする努力として定義

できる。では、今の日本の地方はどのような状況なのであろうか。冒頭で記

述したように、２０１１年からは人口減少局面に突入し、現在は人口減と高齢化

が同時並行で急速に進む、先進国で例をみない「人口病」に覆われていると

言われている。考えるにこれ以上減少が進むと活性はむずかしくなり再生も

できないこととなる、この下降局面に入ったときに何をするかで将来が変わ

るのである、よって今、地域活性が議論されているのであり、今やらなくて

は時期を逸してしまうと思われる。

３．地域再生・地域活性の現状

地域衰退が進む今、人口も少し減少局面になり始めたところ（東京への一

極集中のように、地区により増えているところもある、「東京でも今後減少

しはじめる」）であるが、この局面は、再生学で言うなら経営危機であり、

「減少局面は経営危機と捉えるべきであり、放っておけば経営破綻が待って

いるのである」

企業や製品は経営学でいうライフサイクルというものがあると定義されて

いるが、同じように地域のライフサイクルはあるのかと問うたとき、また地

域のライフサイクル曲線はあるかと見た場合、人口推移と企業のライフサイ

クル曲線を比較し、あると考えるのが妥当だと思われる。（図３：ライフサ

イクル曲線 参照）

日本全体として、また地域として何が起こっているか、地域として活性の

努力をしているにもかかわらず、何故地域が衰退するのかを考えてみた時に、

結果として言えることは《地域の衰退のスピードが地域活性より早い》とい

うことに尽きる。
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日本の人口の推移
○日本の人口は近年横ばいであり、人口減少局面を迎えている。2060年には総人口が
9,000万人を割り込み、高齢化率は40％近い水準になると推計されている。

実績債
（国勢調査等）

平成24年推計量
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図２ 日本の人口の推移

（出所）総務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の
将来推計人口（平成２４年１月推計）：出生中位・死亡中位推計」（各年１０月１日現
在人口）厚生労働省「人口動態統計」

※１ 出典：平成２５年度 総務省「人口推計」（２０１０年国勢調査においては、人口１２，８０６
万人、生産年齢人口６３．８％、高齢化率２３．０％）

図３ ライフサイクル曲線（企業・地域）
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すなわち、

�地域活性 ＜ 地域衰退

�出生数 ＜ 自然減数（人口減少局面）

�開業率 ＜ 廃業率

�地域の売上 ＜ ネットによる地域外の売上

�生産年齢人口 ＜ 高齢者人口（地域による）

�地域の収入 ＜ 地域の支出（地域による）

等々であり、何事も逆転の現象が起きているということだ。

そこで今、全国の地域が創世すべきそれぞれの地域のまちは、どこにでも

ある近代化都市なのか、どこに行っても、石油素材から作られた景観が日本

全国に広がっているまち（プラスチックタウン）なのか？

◆ロードサイド・レールサイドの写真では、一体何処にいるのかさえわか

らない

◆自分達の地域を、誇りを持って説明できる人がいるのか？

◆他の地域との違い・特色を説明できる人がいるのか？

◆日本全国何処でも皆同じでいいのか？

◆地域ブランドはあるのか？

「まち・ひと・しごと創世本部」発足に先立ち、安倍晋三首相の言う「東

京への人口一極集中に歯止めをかけ、個性と魅力あるふるさとをつくってい

かなくてはならない」…からすると、全国の町は個性と魅力を感じられるよ

うにしていかなくてはならない。

さて筆者は神戸出身・在住であるので、兵庫県特に神戸市を中心に現状を

考察していきたい。神戸は１５０万人都市であるのでいささか規模的には大き

いのであるが、各区は２０万人規模であり、地域活性を論ずるには適性な大き

さである。と言うのも２０１４年５月に発表された、日本創世会議の「消滅可能

性自治体リスト」において須磨区が消滅可能性都市に含まれたのである。神

戸市には、東灘区・灘区・中央区・兵庫区・長田区・須磨区・垂水区・西
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区・北区の９区があるが、下表によると震災からの人口状況として減少して

いる区が、兵庫区・長田区・須磨区・垂水区と４区ある、人口減少局面で

ある。

今、神戸市民に問うたところで神戸市の人口や、まして区毎の人口を答え

られる市民はまずいないであろう。

◆神戸市の人口は１５４万０２４２人（２０１４年１月１日推計人口）

◆面積 ５５２．２６km2

◆人口密度２７９０人／km2

地域を再生するにも活性するにも、まず地域を知る、地元を知る、神戸を

知るところから始めないといけない。

また地域の個性と魅力という面でも「神戸が一番」というものがたくさん

あるのに、ほとんどの市民がそれを知らない。

◆１【コーヒー】 ２【喫茶店】 ３【アインシュタインの来日】

４【ゴルフ】

図４ 神戸市の人口推移（震災以降）

震災からの人口の状況
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（f）

震災直前（a）との比較

増減（f－a）比率（f／a）

全 市 １，５２０，３６５ １，４２３，７９２ １，４９３，３９８ １，５２５，３９３ １，５４４，２００ １，５４０，２４２ １９，８７７ １０１．３％
東 灘 区 １９１，７１６ １５７，５９９ １９１，３０９ ２０６，０３７ ２１０，４０８ ２１３，１５９ ２１，４４３ １１１．２％
灘 区 １２４，５３８ ９７，４７３ １２０，５１８ １２８，０５０ １３３，４５１ １３５，０１５ １０，４７７ １０８．４％
中 央 区 １１１，１９５ １０３，７１１ １０７，９８２ １１６，５９１ １２６，３９３ １２９，５３０ １８，３３５ １１６．５％
兵 庫 区 １１７，５５８ ９８，８５６ １０６，８９７ １０６，９８５ １０８，３０４ １０６，５６４ △１０，９９４ ９０．６％
北 区 ２１７，１６６ ２３０，４７３ ２２５，１８４ ２２５，９４５ ２２６，８３６ ２２４，１３９ ６，９７３ １０３．２％
長 田 区 １２９，９７８ ９６，８０７ １０５，４６４ １０３，７９１ １０１，６２４ ９８，７７４ △３１，２０４ ７６．０％
須 磨 区 １８８，９４９ １７６，５０７ １７４，０５６ １７１，６２８ １６７，４７５ １６４，３８８ △２４，５６１ ８７．０％
本 区 ７８，９０８ ６３，２５５ ７０，０１６ ７１，４０５ ７２，６９２ ７２，６７２ △６，２３６ ９２．１％
北須磨 １１０，０４１ １１３，２５２ １０４，０４０ １００，２２３ ９４，７８３ ９１，７１６ △１８，３２５ ８３．３％

垂 水 区 ２３７，７３５ ２４０，２０３ ２２６，２３０ ２２２，７２９ ２２０，４１１ ２２０，０７６ △１７，６５９ ９２．６％
西 区 ２０１，５３０ ２２２，１６３ ２３５，７５８ ２４３，６３７ ２４９，２９８ ２４８，５９７ ４７，０６７ １２３．４％

注）「推計人口」とは、直近国勢調査結果を基礎に、毎月の住民基本台帳（平成２４年７月８日までは住民基
本台帳及び外国人登録）の届出数を加減し算出したものである。
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◆５【牛肉店】 ６【ウスターソース】 ７【とんかつソース】

８【蒲鉾】

◆９【映画】 １０【ぶたまん】 １１【クリスマスオーナメント】

１２【鉄道鉄橋】

◆１３【サッカー】 １４【近代洋服】 １５【ジャズ】 １６【洋菓子】

１７【瓶詰め清酒】

◆１８【洋家具】 １９【マラソン競技】 ２０【バレンタインチョコ】

２１【赤帽】

◆２２【ボクシング】 ２３【８時間労働】 ２４【駅弁】

２５【チンパンジーの人工哺育】

◆２６【鉄筋コンクリート製の灯台】 ２７【メロンパン】 ２８【水上署】

◆２９【カラオケ機器】 ３０【アルミ車両】 ３１【水族館】

３２【乗馬倶楽部】

◆３３【ケミカルシューズ】 ３４【ゴム工業】 ３５【市民による生協】

◆３６【缶コーヒー】 ３７【ブラジル移民】 ３８【デパートの土足入場】

◆３９【健康優良児】 ４０【温泉】 ４１【公営の海釣り公園】 ４２【サンバ】

◆４３【寝台列車】 ４４【河川トンネル】 ４５【花時計】

４６【ウイスキーボンボン】

◆４７【バス事業】 ４８【鉄道可動橋】 ４９【パン】 ５０【斜張橋】

◆５１【いかなごの佃煮】 ５２【マッチの輸出】

また、地域資源を集約した魅力が地域ブランドになるのだが、神戸を地域

ブランドとして見た場合(5)

◆市区町村の魅力度ランキング 神戸市 ６位

◆認知度ランキング 神戸市 ６位

◆居住意欲ランキング 神戸市 ４位

�５ 田中章雄 「事例で学ぶ！地域ブランドの成功法則 33」 光文社 2008

－１４２－ 日本経大論集 第４４巻 第１号



◆観光意欲ランキング 神戸市 １１位

◆学術・芸術のまちランキング 神戸市 １１位

◆国際交流のまちランキング 神戸市 ２位

◆デザインやセンスのいいまち 神戸市 ２位

◆歴史のまちランキング 神戸市ランク外

◆住民参加のまちランキング 神戸市ランク外

◆教育・子育てのまちランキング 神戸市ランク外

◆生活に便利・快適なまちランキング 神戸市ランク外

◆環境にやさしいまちランキング 神戸市ランク外

ということもほとんどの市民が知らないであろう。

また、神戸と言えばと聞かれても直に紹介するものが浮かばないという状

況なのである。

これでは、我が地域を活性するどころか、疲弊していくのみである。

４．地域活性化の事例

日本全国において、様々な地域で地域を活性化した人たちがいるので、事

例として紹介する。

①地域活性化した人たち 小布施（セーラ・マリ・カミングス）(6)

セーラ・マリ・カミングス（Sarah Marie Cummings、１９６８年）は、株式会

社桝一市村酒造場取締役、株式会社小布施堂取締役、SMC株式会社代表取

締役。利酒師。

長野県上高井郡小布施町の町おこしの立役者。

�６ WIKIPEDIA http://ja.wikipedia.org/wiki/セーラ・マリ・カミングス
清野由美 「セーラが町にやってきた」 プレジデント社 2006
セーラ・マリ・カミングス 「小布施ッション」 日経 BP企画 2002
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略歴

１９６８年、アメリカ合衆国ペンシルベニア州生まれ。

１９９１年、関西外国語大学に交換留学生として来日。

１９９３年、ペンシルベニア州立大学を卒業。長野オリンピックに憧れ、株式会

社マルイチ産商中央研究所に入社。

１９９４年、株式会社小布施堂に入社。

１９９６年、利酒師に認定される（欧米人では初）。

１９９７年より株式会社桝一市村酒造場の再構築に取り組む。

１９９８年、小布施堂および桝一市村酒造場の取締役に就任。桝一「蔵部」レス

トランを開く。国際北斎会議を誘致。

１９９９年、日本酒造組合中央会日本酒青年協議会の会員となる（日本人以外で

は初）。

２００１年、SMC（ストラティジック・マネージメント・コンサルティング）

株式会社を設立。

「ウーマン・オブ・ザ・イヤー２００２」（日経ウーマン）大賞を受賞。

２００２年、桶仕込み保存会を立ち上げ。

２００３年、「人間力大賞２００３」（日本青年会議所）地球市民財団特別賞を受賞。

２００４年、日本酒造組合中央会代表幹事に就任（初の女性代表幹事）。

著書

「小布施ッション〈２００１‐２００２〉長野県小布施町から洗練された発信力」

関連書籍 清野由美「セーラが町にやってきた」

小布施

◆人口１万人の町に１２０万人が観光で訪れるようになった。

◆小布施ッションという毎月行われる文化セミナーがある。

◆小布施見にマラソンというマラソンを仕掛けた。

◆国際北斎会議（北斎は日本の代表的な画家であるにもかかわらず、日本

で開催されたことがなかった国際会議を小布施で開き、再び世界の北斎

として注目をあびる）
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◆小布施堂・桝一市村酒造（名産の栗を使った菓子、木樽を復活させた日

本酒）

②地域活性化した人たち（高松丸亀町商店街）古川康造氏(7)

高松丸亀町商店街振興組合 理事長

古川康造（ふるかわ・こうぞう）氏

→ コミュニティの力で街は再生できる

高松丸亀町商店街の取り組み

民間主導で東京マネー・東京資本に翻弄された街を再度輝きのある街へ

◆高松丸亀町まちづくり株式会社は行政からの出資比率を５％とした民間

主導型の第３セクターです。

◆イニシャルコストについては行政の支援を一部受けていますが、ランニ

ングコストは自主財源で賄うよう収支計画を立てています。

◆利益については地元へ還元することを目的としており、従来の企業デベ

ロッパーと異なります。

◆このような民間主導型の市街地再開発は、全国でも初の試みです。

◆「みんなの街を、街のみんなでつくる」これが、この再開発事業の合言

葉です。

◆コンパクトシティの実現を目指して、町の住民が自ら動く。それが、丸

亀町商店街の伝統であり、スタイルなのです。

◆２０１４年３月２７日 カンブリア宮殿にて紹介されました。

本再開発事業では、全長４７０mの商店街を A～Gの７つの「街区」にゾー

ニングし、商店街の一部だけではなく、すべての街区を対象とした再開発を

�７ 古川康造 テレビ東京 カンブリア宮殿
http://www.tv-tokyo.co.jp/cambria/backnumber/20140327.html
WIKIPEDIA http://ja.wikipedia.org/wiki/高松中央商店街
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段階的に行っています。街区ごとに特徴を持たせながら、公園や飲食店、生

活雑貨店や福祉サービスなど、これまで丸亀町商店街に不足していた機能を

段階的に補っていく計画です。

中でも A街区は、都市再生特別地区に指定され、民間都市再生事業の認

定を受けた第一種市街地再開発事業であり、かつ、特定民間中心市街地活性

化事業の認定も受けており、丸亀町商店街全体を再生する第一歩となりまし

た。

この再開発の特徴は、地元住民が中心となって第３セクターのまちづくり

会社を立ち上げ、まちづくり会社が商店街全体をマネージメントしていくこ

とです。

具体的には、まちづくり会社がデベロッパーとなって保留床を取得し、再

開発ビルを経営し、再開発ビル以外でも、街に必要な機能をコミュニティビ

ジネスとして行います。

つまり、商店街全体をひとつのショッピングセンターと見立て、業種の偏

りを是正し、商店街全体のテナントミックス（業種混合支援）を行うことで

商店や施設を適材適所に配置しようとしています。このように、まちづくり

会社は、タウンマネージメントと言われる様々な機能を果たすことで、町全

体の活性化を推進する、まちづくりのエンジンとしての役割を担っていき

ます。

③地域活性化した人たち 神山（大南信也氏）(8)

◆NPO法人グリーンバレー

◆理事長 大南信也

◆日々「せかいのかみやま」づくりに精励してます。

◆人を強制せず、人に強制されずの自由人。

�８ イン神山（神山町ホームページ） http://www.in-kamiyama.jp/author/ominami/
篠原匡 「神山プロジェクト」 日経 BP社 2014
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◆職業？「社会起業家のたまご」としときます。

◆最近の関心事は「みんなの仕事をつくること」。

◆そして、クリエイティブに過疎化を進める「創造的過疎」。

◆徳島県神山町

◆山深いこの町に、若きクリエイターや起業家が集う。

◆なぜ徳島の片田舎に若者達が吸い寄せられるのか。

◆新しい働き方、クリエイティブを生む場づくり、

◆地域再生の方法論、不確実を楽しむ生き方――。

◆現代の日本人が抱える課題の答えがここにある。

◆なぜ神山に IT企業がオフィスを作るのか

◆なぜここに来ると人はクリエイティブになるのか

◆なぜ神山で始まるプロジェクトはうまくいくのか

◆なぜここに移住者が集まるのか

◆なぜ神山で人生の再始動を切るのか

◆地元 NPOグリーンバレーと

◆移住者を通してひもといていく！

④地域活性化した人たち 公務員（木村俊昭氏）(9)

（小樽市、内閣府・内閣官房、農林水産省企画官、東京農業大学教授）

小樽市役所職員であった木村は、ガラス工房を誘致しガラスの街としての

ブランド化を進めるなど、まちづくりの実績を上げていた。２００６年から５年

間、内閣府、農林水産省などに出向し、地域活性化の政策立案に関わった。

休日は各地で講演や現地アドバイス活動を行うほか、北陸先端科学技術大学

院大学、早稲田大学大学院、東京農工大学、小樽商科大学ほかの非常勤講師

などを務めた。こうした活動がマスコミにも注目され、スーパー公務員と評

�９ WIKIPEDIA http://ja.wikipedia.org/wiki/スーパー公務員
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された（２０１０年に小樽市役所に復職し、２カ月後、農林水産省へ。２０１１年に

農林水産省を退職し、北海道知事選挙に立候補するも次点）。

◆地域活性化統合事務局

◆人を巻き込みその気にさせる、火をつける達人

◆地方をよみがえらせる途方もない目標

◆「“ばかもの”が、うねりを起こす」

というキャッチのもと、公務員による地域活性が行われ、「地域再生に挑む

規格外の“スーパー公務員”として各地で活躍した。やはり公務員における

地域活性においても、ヒトがキーになるということである。

公務員の地域活性として「プロフェッショナル 仕事の流儀」にも取り上

げられる。

⑤街ぐるみで地域活性化した人たち グランドラピッズの市民(10)

◆事の発端は、ニューズウィーク誌の「アメリカの死にゆく都市ベスト

１０」という記事。その中でグランドラピッズは第１０位に選ばれてしまう。

◆地元を愛する人々はただちにこれに反発すると Facebookページなどを

立ち上げて結束を深めてゆき、ついには「グランドラピッズの素晴らし

さを伝えるリップダブ・ビデオを作ろう！」と街全体が一つになった一

大プロジェクトを発足させるに至った。ビデオには白いスポーツカーの

リアデッキに座って歌う市長やマーチングバンド、パトカー、消防車も

登場。街の名前の由来でもあるグランド・リバーの土手からヘリコプ

ターに乗って飛び立つという、壮大なラストシーンまで用意されている。

�１０ 5000人の住民が出演するMVで街おこし！
http://ad-das.tumblr.com/post/6512443013/5000-mv
YouTube http://www.youtube.com/watch?v=ZPjjZCO67WI
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◆１１７．４km2

◆人口１８８０４０人

◆人口密度１６２６．６人／km2

◆グランドラピッズにはお花が沢山あるステキな場所

◆引っ越したい町２位

◆働きたい町４位

◆転入人口が増加した

⑥コミュニティで地域活性化した人たち 「縁活」市民活動×百貨店(11)

大阪において面白い取組をしている企業がある。人が主体の地域活性であ

るが、地域と地域の企業のコラボモデルである

◆縁活とは 市民活動×百貨店

◆「縁活」は、市民活動団体のみなさんが、楽しくて、日々の暮らしや地

域、そして社会をちょっとよくするプログラムを、百貨店内で展開する

プロジェクトです。

◆２０１２年から社会実験イベントなどを重ね、

◆２０１３年６月「あべのハルカス近鉄本店タワー館」のオープンにあわせて

本格始動した、百貨店初のチャレンジプログラムです。

◆現在およそ１００の市民活動団体と、およそ９０名のボランティアが集まり、

活動を始めています。

これらの地域活性化した人達の事例からわかる事は、地域活性にはモノ・

カネ・情報ではなく、ヒトが大事であるということ。ヒトなくしての地域活

性はうまくいかないと言える。内閣改造後の「地方創世本部」を「まち・ひ

と・しごと創世本部」としているのも、ヒトが中心であるということであ

ろう。

�１１ 縁活ホームページ http://en-katsu.info/
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筆者はセーラ・マリ・カミングス氏、古川康造氏、大南信也氏には実際の

会い人柄にふれ、地域活性について話しする機会があったが、人と人のネッ

トワークとそのつながりを強く認識するに至った。

５．これからの地域活性化

一般に地域経済を回す仕組みとして、地域内で地産地消とかの話しが出る

が、既に地域内の消費が減少し活力が失われているのに、再度地域内で地産

地消としても効果がないのではないか、これからは地域内循環型ではだめな

のではないかと考える。

◆地域内は

◆活性 ＜ 衰退

◆出生 ＜ 自然減数

◆開業 ＜ 廃業

◆少子高齢化、レスマーケット、オーバーサプライの社会経済の中で、そ

のままでは地域の未来が見えてこないことは明らかである

◆地域継続の為には、持続可能な地域の経営が必要

◆地域の経営主体（行政含）が各地域経営主体との協働により、地域を持

続可能な発展にもっていくことが出来なければ、やがて衰退

たとえば、６次産業化も地域内循環型で行っている仕組みの自治体が多い

が、６次産業化も地域を跨った取り組みをしないと、本当の地域活性につな

がらないのではないか、その考えのもと、著者がかかわった地域を跨った６

次産業化の取り組みがあるが、新しいマーケットの創造及び、地域の異にす

ることによる作物のタイムディレイ機能もあり、うまく地域の活性化に機能

していると思われる。結果としてどの地域もWin-Win-Winの関係である。
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農業による地域活性化の事例紹介

◆宮崎県にて農業生産物（１次産業）

◆兵庫県（神戸市）で加工（２次産業）

◆近畿圏へ販売（３次産業）

◆特徴としては地域（県）を跨った６次産業化であるという事

◆１次、２次、３次産業の全てのプレイヤーが別々であることによる、従

来の１次＋２次＋３次＝６次ではなく １次×２次×３次＝６次の相乗

効果のある６次産業化であるということである。

地域内のインナー産業ではなく、インバウンド・アウトバウンドとして行

うことが、地域としての活性策だと考える。

◆日本の観光立国の施策もインバウンド観光である

◆日本の再生にも他国からのマネーが必要である

◆地域再生、地域活性も他県からのマネーが必要である

◆要するに国内におけるインバウンド

◆海外・県外・市外（範囲はそれぞれであるが）

◆ただし、国内全てを地域活性すること（救うことは）不可能だと思われ

るが、国内、国外のインバウンドの活性化により地域活性する地域が増

やせる可能性があると思われる。

「観光立国ニッポン」はアベノミクス成長戦略の重点分野であり、「まち・

ひと・しごと創世本部」の施策にも「外国人観光客の増加が地域の活性化に

つながる」との見方もある。

◆安倍晋三内閣が決定した成長戦略では「観光立国ニッポン」を重点分野

の一つに位置づけている。

◆日本が持つ観光資源などのポテンシャルを活かして、訪日外国人数は１２

年の８３５万人を１３年に１０００万人、３０年に３０００万人超
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◆そして訪日外国人消費額については１２年の１兆８６０億円を１３年に約１兆

３０００億円、３０年に約４兆７０００億円に増やす目標を掲げている

◆スペインは人口４７００万人（２０１２年）であり、観光客数 ５７００万人（２０１２

年）から見れば何と日本の目標の低いことかと思われる。スペイン目標

であれば日本の外国人観光客入込客数は１億５０００万人でなくてはなら

ない

さて、オリンピックに向けた観光客入れ込みにしても、東京一極集中では

なく、地域活性に向けた施策が必要であるということである。

今後は地方創世本部が年内にも色々と施策を打ち出してくると思われるが、

現在までのところ 官の取り組みとして、国の施策は４００以上も存在する。

下記に一部箇条書きにする。

◆経済産業省

「農商工連携」、「地域資源」、「新連携」を活用した新商品・新サービ

スの開発、地域ブランド創造、販路開拓支援

「地域資源活用促進」、「地域力活用市場獲得等支援事業」

◆文部科学省

「地域再生人材創出」、「地域づくり支援室」

「地域の知の拠点再生プログラム」

◆農林水産省

「我が国の食と農業の再生に貢献する農業農村振興対策」

「農林漁業の６次産業化」、「農林漁業成長産業化ファンド」

◆厚生労働省

「地域雇用開発促進法に基づく支援」

以上のような施策が打ち出されているが、各省庁が縦割りであり、同じよ

うな施策が重複して見受けられ、省庁間の協力体制も得られないのではない
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かと思われる。その効果フォローアップは今後の研究課題としたい。また文

部科学省による「地域再生人材創出」は著者が論じている地域活性人材にお

けるヒトとは意味が異なる。

６．結 論

�人口減少社会の到来は不可避である

�全ての地域が活性することは、レスマーケット・オーバーサプライの社会

では不可能である

�地域は縮小しコンパクトコミュニティ化していく

昨今、子供に対する医療助成が人口病に克つ少子化対策となっているが、

そもそも医療は人口減少の原因ではない、それを市区町村が目玉政策のよう

に医療費助成する市区町村が１３２４と全体の７６％に及びもはや特徴ではなく

なっている(12)にもかかわらず助成金にて住民を誘致するとは効果はどうあれ、

ただの住民争奪合戦に他ならない。所詮人口の移動であり全く少子化対策と

はなっていないのである。

上記のように子供であれ若年層を移動するなら、地域において地域活性の

人づくりの為に、古い団地などでは高齢者のみが集まっている（世代が偏っ

てしまっているか、適性な世代構成がなされていない）ところに若い世代を

移動する、筆者が以前より考えているジェネレーションミックスという形の

形態が必要ではないかと提案する。「多世代混住」の考え方である。

要するにキーマンは地域の接着剤的ヒトである。地域活性には、地域の人

と地域の人・地域の人と地域外の人をひっつけるリーダーシップをもった接

着剤的な人が必要と考える。

�１２ 日本経済新聞 2014年 9月 26日 「人口病に克つ」
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人と人とひっつける人接着剤的なリーダーは、地域活性成功事例で紹介し

た人たちの共通の特徴である。

これを地域創世人材育成と言っているのかもしれないが、いわば地域コ

ミュニティの活性化人材が必要ではないかと考えている。人と人のつながり

を持てる泥臭い地域活性が、コミュニティボンド（接着剤）として皆が何を

望んでいるのかを聞いて回りそれをひっつけてコミュニティの新しい形態を

創生していく。

地域活性には、地域の皆が、地域に関心を持たないとはじまらない、地域

をもっともっと知る必要がある。人口減の社会で、ヒトがヒトに無関心に

なったら地域活性は立ち行かない、交流人口も大事だが 関心人口を増やす

努力が必要である。

このように各地で市民やその地の人による地域活性が始まっているが、な

かなかおおきな成果を生むに至っていない。今後引き続き地域活性の成果を

研究課題としたい。

安倍晋三首相は今秋召集の臨時国会に地方創生関連法案の第一次案の提出

を指示した。①地域再生法 ②官公需についての中小企業者の受注確保に関

する法律 ③中小企業による地域資源活用促進法の３法改正が軸になるとみ

られる。

①は自治体が策定した地域再生計画を政府が認定し、日本政策投資銀行か

ら低利融資を受けられるなどの支援措置を拡充するものだ ②は官公受注に

おける地方のベンチャー企業優遇の拡大、③は地域特産品の販路開拓などへ

の政府支援の強化などが検討されている模様だ(13)。

�１３ 全国知事会 ホームページ 平成 26年 09月「地方創生」の背景と論点
http://www.nga.gr.jp/data/report/report26/14090102.html
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上記の地方創世関連法案の第一次案は ①カネ ②モノ ③モノ であり、

一番大切なヒトの部分がないように思われる。著者の考える、地域活性のキー

はヒトであると言う論には合わないが、日本創世会議と、「まち・ひと・し

ごと創世本部」の取組における、人づくりは機能するのかを今後の研究とし

たい。
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